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Introduction

成功のカギはスケールフリーネットワークです。

今世界中で利用されているSNSは、とんでないもない人の数を集めて

大変なネットワークを構成しています。

この例からも分かるように、大切なのは、コトそのものを作りこむことでなく、

コトが自動的に起こるような場所、

スケールフリーネットワークジェネレーターを作ることです。

さらに、サイバーとフィジカルが両方重なった世界で

スケールフリーネットワークを作った会社はまだ存在しません。

ifLinkでスケールフリーネットワークを成長させて

みんなでイノベーションを起こしましょう。

そして、新しい社会を作る一歩を踏み出そうではありませんか。
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ifLink Open Community は、

大小さまざまな企業や学校、

多種多様な職業の人たちが、

IoT という大きなテーマのもとに集い、

有機的かつ自発的にイノベーションを生み出す

不思議なコミュニティです。

新しい技術やデバイスを探している人もいれば、

みんなで新しいビジネスモデルを考えようという人もいる。

普段は出会えない人や企業とつながりたいという人もいれば、

ストイックにエンジニアリングを極めたい人もいる。

バックボーンも、参加する目的も違う人たちが、

その違いを生かしながら、有機的かつ自発的に、

お互いの「もし」を叶え合っています。

ここでご紹介するのは、そんな「もし」を願う人と、

叶える人のプロジェクトストーリー。

どんな想いを抱き、どのようにこのコミュニティを生かし、

どんな成果につながっているのか。

あなたの「もし」を重ねながらご覧ください。

「もし、͜んな͜とができたら」
と૝૾する人がいるから、

「なら͹、͜うしΑう」
と叶えるΞΠσΞやٕज़が
ूまっͯくる。

みんなの「もし」を叶え合うコミュニティ ｜ */TRO%6CT*O/

qn�q{xᰦとは「IoT の௾主化」をབྷࣅして生まれたプラット

フᷳーム。多様なデバイスや 6id Ḑービスをモジューḍ化

することで、ᖀでもღ̈́に IoT Ḑービスをつくること、

使うことをΆኀにします。このプラットフᷳームをベース

に、商品開発やアイデアḙン、部活動などの活動をᒬなっ

ているのが qn�q{xᰦ!�i{ᰦ
ozz�{q�� です。ᭅᭈ᭄ ū上の

ౄ人やѦ体が会員としてزࡰし、業ຸや職種、Čũを

୬ঙしながら、会員主体で活動を広ᶛています。
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஌ࣝやٕज़がなくͯも

*PT ੡඼の։ൃにνϟϨϯδできたなら。

૝いͻとつでθϩから *PT へνϟϨϯδし、൒೥で PPC へ。

౪೉๷ࢭϖά։ൃϓϩδΣΫτ

Čຸ的な̽؏体Ćᙐの影響を͵け全体のスケジューḍは

調ঁ中であるものの、現在テストマーケティングのೠȒ

を᜕めており、ᭆ᭄ᭆᭆ です。発売׌਺には商品を発売ĵۏ

されれば、য本初のアḳトドア製品に関する IoT 商品

開発事Ʃとなります。Śݗはཌᣩᢗ௄᷹グにとどまらず、

IoT を活用したさらなるアḳトドア用品の開発を᜕める

ĵ׌。᷅ṓンプというॻえてアᷠログを体験するような

Čຸの中でも、Čຸ観をǋったままデジタḍの力

を使えるように。より׃全でより楽しめる

ものづくりをབྷࣅしていきます。

みんなの「もし」を叶え合うコミュニティ ｜ PROJECT #0�　株式会社 P6;;-CE

ϞδューϧʁγステϜʁ　
わからない͜とは、ઐ໳Ոに頼り੾るʂ

IoT に関する知識はまったくのṩロから。˚り切って、コミュニティの知見

をᣛめることに注力しました。重要だったのは、やりたいことを伝えるښԝです。

ɥ体Ⴉの一Ʃとしては、qn�q{x!
 内の؅ᡨכをᣛめ᷹グの体験会を実ট

しました。実際に使ってもらいながら、どんなシーンで、ᖀが使うもの

なのか、課題はƓか、๗解してもらう。ᶠーḍイメージのɢ਩をᒬう

ことで、ɥ体的なアドバイスをもらうことでつながりました。

POINT

アḳトドアブランド「oq\{�ᰀ�\y\z\{gi�」を運営するؾᢑལのものづくり企業。

ະښӅのᆾがりと伝ᅧࢇᒯの応用であらṞる製品開発に؂応しており、෭׌

のࢇᒯやᅄ材にᆨられることなく、!�� 事業と企画からデザインᰛ量ຣ

開発と一気通ᘅでの�ᭆ
 事業のđ方をر開。

株式会社 P6;;-CE

ۚ型ٕज़をੜかしたΞ΢τυΞ੡඼ϝーΧー、
*PT へॳ௅ઓ。

OUTLINE

IoT の知識ṩロ。IoT 商品開発の経験もṩロ。あるのは、

「ཌᣩされない᷅ṓンプ᷹グを IoT の力でつくりたい」

という想いだけ。)0AA�
� のチṓḄンジは、そんな

スタートでした。᷅ṓンプ用᷹グのཌᣩᓍטが多発して

おり、᷅ṓンパーからעせられるĆ׃の声に応えるܾで

プロジェクトが՛動。企画ਞにᕀしたアイデアと想いを

実現すべく、コミュニティの؅ᡨכたちがḐポートしま

した。᷅ṓンプシーンにሰえられるようにと、ᢗఅ性や

ሰᒳम性を考ࠝしたモジューḍの開発そのものからʹり

組んでいます。

஌ࣝθϩ、൒೥でテスτϚーケティϯάへ。

RESULT
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*PT を׆༻し、
ศརで҆શなΞ΢τυΞを楽しΊるΑうに。

プロジェクトは企画ਞをƙ成し、つくりた

いものをコミュニティのみなさんに知って

もらうことがスタートでした。とくに「Ḑ

ポーターṯ」とοばれる知見を၁଩的に提

Ʋしてくれるメンバーとは、׌Ʃミーティ

ングをᕇ׌。ユースケースから՛まり、ݘ々

に仕様や機ኀについてブラッシュアップす

ることで、商品イメージのু࿈化に˯めま

した。あるいは、Ḑポーターṯのみなさん

は᷅ṓンプਹ経験の方が多かったため、体

験会を実টするなどのښԝも。実際に᷹グ

を使ってみてもらうことで、「こういう使

い方ならこれくらいᢗఅ性のあるモジュー

ḍがいいね」「もっとሰᒳम性の高い仕様

にするݮ要があるかも」とかなりɥ体的な

議論をᒬう機会にすることができました。

現在は )o
 を実現し、テストマーケティングに向けೠȒ中。ᭆ᭄ᭆᭆ

しています。しかし、᷹グの発売そのものࣅ中のリリースをབྷۏ

はᶠーḍではありません。ŚѤの知見を活かしながら、᷹グと

同৙に使えるような IoT のアḳトドア用品を、Śݗもコミュニティ

発で開発していきたいと考えています。イメージとしては、スマー

トᶭームのようにƼ利で׃全な၏ᡲを、アḳトドアのӅでもČຸ

観をӱさず IoT で実現するような。新たなアイデアをҴに多くの

人と力を合わせて、ものづくりを楽しみたいです。

つくりたいもの、

やりたいことを၁଩的に伝える

一方、製品化へ向けたɥ体的な手段

については思い切って、コミュニ

ティのみなさんをᥡることにし

ました。正直にいって、ပは

IoT 知識ṩロでしたから、

モジューḍのこともシステム

のこともわからない。みなさん

へᶠーḍイメージをɢ਩し、

どうすれば実現がΆኀかアド

バイスをいただくことを大切

にしました。ŚѤは؅用の

モジューḍをイチからつくること

になり、ਫ਼ౕエḄクトロニクスさん

などから力をᘐしてもらっています。
Kyohei KOIKE

఻౷ٕज़ *̫PT が、
長ظでੜき࢒るたΊのࣄ業ઓུ。

、ෞの఻౷ۚ型ϝーΧーذ

೔本ॳの *PT Ξ΢τυΞ੡඼をつくる。
ฏګձࣾ16;;L$&ɿ୅ද�খ஑ࣜג

実כはឞҘښӅで、Ɉܡがࢇᒯሬ。このກӝを活かそうとၫち

上ᶛたのが、)0AA�
� です。アḳトドアブランド

「oq\{�ᰀ�\y\zz\{gi�」を՛めとする �ᭆ
 事業や !�� 事業など

をᒬっています。ҁɇ職人さんとのつながりを活かした製品

を強みとするပたちですが、中長期的にビジネスをᅲけていく

ためには、ただ同じ製品をつくりᅲけるだけではいずれӮに

ぶつかってしまうだろうと考えていました。ݮ要なのは、伝ᅧ

、ᒯで現ũのニーṯに応えること。そこでチṓḄンジしたのがࢇ

IoT ᷅ṓンプ製品の開発でした。

ᛧۏは、᷅ṓンプの౩ᒬとともに᷹グのཌᣩ増加が課題となって

おり、ユーザーからもĆ׃の声をᥠᆺに聞いていました。そこ

で考案したのが、IoT の力でཌᣩをᢗ௄できる᷹グ。人がテント

からᣨれていても、たとえばᒳमを感知して᥅が᩹ったり、

Ӆࡰがဥ動されると通知するといったことが IoT ではΆኀです

よね。最適なやり方をࣴしてみようと、試ᒬ᠓ᕹを開՛しまし

た。য本ѭ内で IoT を活用した᷅ṓンプ製品は、実はまだほᶃ

ありません。もし開発に成˪すれば、϶一ඎĹの෭ݨを持つ

製品になれる。そんな期待も、ပの背中を押してくれる一ѥだっ

たかもしれないですね。

͜のϓϩδΣΫτのྗڠ会һɿ঎඼プϩσューεαϙーλーζのօ༷ɺ౦༸ΤϨΫτϩニΫεࣜגձࣾ

やりたい人のいると͜Ζで、
Ϗδωスはੜまれる。
コミュニティへɚ会しても、͵け身で

いるだけならば、ここを楽しみきれない

と思います。大事なのは、企画する力

やアイデアを出す力、フットワークの

ᚨさ、物事を前に᜕めようとする姿勢

です。᛽にいえば、知識や経験はṩロ

からでも !�。全員がそれṬれやりたい

ことを持ち、互いに͂力し合えるような

コミュニティにしていけたらいいの

かもしれません。

JG-JOL
Φーϓϯコミュニティ
のັྗ

みんなの「もし」を叶え合うコミュニティ ｜ PROJECT #0�　株式会社 P6;;-CE
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コミュニケーション �I ロᶄット �iddq を使い学ણや学ማӜでのプログラミ

ング教育Ḑービスの提Ʋを中心に、Ηͽتѭ際ښဘ؅ᡨ職大学、企業、

開発パートᷠーとᜑ携した社会Ḑービスのɢ同開発、実ᓙر開事業などを

ᒬっている。

EEVUFY 株式会社

ࣗ社のσόΠスを

৽しいख๏でもっと޿Ίられたら。

,FCCJʷJG-JOLで
ϓϩάラミϯάを
もっと࢖いやすく。

�g��i� が教育事業で使用している �I ロᶄット �iddq。

ᔢしみやすい見たབྷū外にも、「プラットフᷳームとし

てのロᶄット」という෭ݨを持っています。つまり使用

用途にᢡຸがなく、中身を自分でプログラミングする

ことで、使い方をඎᢡに楽しむことができるものです。

プログラミングのɚͼは qn�q{x のシステムを用いてᕾু

することで、ᖀしもにわかりやすく。プログラミングを

ᒬうと、実際に �iddq がབྷの前で動き、体験Ҙのࣨ業に。

�iddq を教育現Ӆでのプログラミングࣨ業にʹりɚれ、

子どもたちの自主性や発想力をƅばすための、෭ʹࣨ業

やカリ᷅ュラムを開発しています。

ؐ中学ણではプログラミングのࣨ業がݮǑとなり、�iddq を使っ

た෭ʹࣨ業をすでにᓯॿѤ開Ȕしています。qn�q{x を �iddq に

実ᓙしているので、qn�q{x のアプリを使いながら �iddq をღ̈́に

ॅƙしてもらう体験から՛めることもできています。また企業

とコラᶄḄーションした際には、ęЍジュンクҷが෭ʹࣨ業を

実ট。ਞۢの ᭅ যを知り、職業体験しながら、ਞۢにݮ要な

新しいIoTḐービスを考えるワークショップをᒬいました。

高ણ生ū上に向けては、学ણᶟとの෭ጄを意識した

プログラミングࣨ業のカリ᷅ュラムをଇᔺ中。

現在はトライアḍࣨ業をᒬいながらブラッシュ

アップを重ねており、ᭆ᭄ᭆᭇ より߹知ལ内ۏ

の高ણで本બ؏ɚĵ׌です。

Kebbi

みんなの「もし」を叶え合うコミュニティ ｜ PROJECT #0�　EEVUFY 株式会社

त業でૅجを学び、様ʑな࢖いํをࣗらൃݟする *PT त業。

ϩϘοτを׆༻した

学ߍत業ΧϦΩュラϜ։ൃϓϩδΣΫτ

OUTLINE

企業がत業をしたくなるϑϨーϜを。

ただプログラミングのࣨ業をわかりやすくすることにとどまらず、

そこへ様々な企業が参加してくれることを意Ѫしています。たとえば

企業が෭ʹࣨ業をᒬって、職業体験をしながら現Ӆでݮ要な IoT を考えて

みたり。企業の提Ʋ商品を使いながら、商品と IoT の新たな用途を考えて

みたり。子どもたちは社会において実ᙣ的な IoT を学ぶことができ、

企業も企業๗解やテストマーケティングのӅとして活用できる、

Ͱ方にメリットのある新たなࣨ業がΆኀです。

POINT

খ中学ߍでत業スλーτ。
はߍߴ �0�� ೥から本֨ಋೖへ。

RESULT
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、Ͳもにもࢠ
ઌੜにも、
わかりやすい *PT。

コミュニティɚ会は、ũ表であるٜສԜ᝘さんの᎗ਞ᯦スケーḍフリーネッ

トワークᯧをᕿんだことがきっかけでした。Ḑービスを提Ʋしたい人や

カタチにしたい人、ᓯॿの人や企業が਩機的につながることでイᷩベーション

をᙉこせる。そんな内םにɢ感したんです。

ɚ会はいい᜿ࢗだったと思います。こんなにΗだたる企業、ࢇᒯを持つ

企業と͂業できるコミュニティなんてšにない。クリエイターやエンジニア

がॿ多く在ჳしていることも期待できましたし、ベンチṓー会員はۏ会ᘑ

も高くないのでメリットが大きいと感じました。

ပたちが教材として扱う �I ロᶄット �iddq には、qn�q{x をṨᶩ実ᓙしよう

と思いました。�I�� スクーḍେ想や -T��� 教育といった新たな方ឥが

࿥されるŚ、プログラミング教育のᣳ要は大きくなっている。子どもたち

の成長にע与できるプログラミング教育をᒬうのに、qn�q{x を使いたいと

思ったんです。

qn�q{x を �iddq に実ᓙすると、「qn᮹�pi{」という仕組みが使えます。「ᛧづ

くと ᮹�iddq がしゃべる」「᥅が᩹ると ᮹�iddq がΊ手を上ᶛる」のように、

「こうᕇ׌すると ᮹ こう動く」とプログラミングの仕組みを๗解するのに

とてもいい。子どもたちだけでなく、IT にুるくないɌ生方からも好ᕗ

でした。

ு

ฏా

ு

ฏా

社会とのつながりをҙࣝしたϓϩάラミϯάत業へ。

qn�q{x を使っているので、参画している企業のデバイスと �iddq をᜑ携させることもŚݗはして

いきたいと考えています。

そうですね。�iddq も qn�q{x もあくまでプラットフᷳームであって、用途は決まっていないもの。

子どもたちが自ຫな発想で �iddq を育ててくれたらと思います。

企業が製品を提Ʋしてくれるならば、子どもたちに企業や製品のことを知ってもらえたり、テスト

マーケティングができるという企業側のメリットもあります。

ɌযはęЍジュンクҷの෭ʹࣨ業をᒬいました。ਞۢにおける仕事について知ってもらいながら、

「ਞۢに �iddq がいたら」というテーマで IoT 活用アイデアを̉るワークショップが好ᕗだったと

思います。「�I ロᶄットにᷯススメの本を聞きたいᯄ」とかね。

プログラミングࢇᒯだけを学んでも、それを活かせなければ意κがありません。社会の中でどう

使われているのか実際に見聞きしたり、šの製品とのࣰけ合わせを考えてみたりすることが IT 教育

には大切です。そしてもちろん、プログラミングのࣨ業は従੘のࣨ業とฎၫしたまったく新しい

˿強でもないと思います。

そうそう。IoT の使い方を通じて仕事や企業を知ることは社会のࣨ業と通じているところもあるし、

�iddq に言᎕をВらせるならѭᕵやጬᕵといった言ᕵの˿強だってすることになる。šの教ဘとの

ཚħ˷果を生み出せるʹり組みだと思います。

あるဨ度自分で考えたりつくったりできるように

なれば、コミュニティを利用して企業と一ᆏにもの

づくりを՛めることもあるかもしれません。使い方

がᢡられないからこそ、アイデアᶩとつで企業と

͂業できるΆኀ性だって̶分にある。広がりのある

プラットフᷳームとコミュニティに期待したいです。

ு

ฏా

ு

ฏా

ு

ฏా

ு

みんなの「もし」を叶え合うコミュニティ ｜ PROJECT #0�　EEVUFY 株式会社

IF / THEN

*G�UIFO の࢓組み

qn�q{x は、「qn（こうしたら）」と「�pi{（こうͱ応する）」の組み

合わせで、ღ̈́に IoT をつくることができるプラットフᷳームです。

「ᛧづくと ᮹᥅がなる」「心ࢩॿが上ঽすると ᮹通知する」のように、

੔Űと動ƙを結びつける。qn�q{x ではこれをカードなどのḫーḍを

使うことでより感ᔝ的にわかりやすく提Ʋしています。

σόΠスの৽たな࢖いํは、

ϓϩάラミϯάとࢠͲものൃ૝でແݶになる。
&EVUFY ձࣾɿு༾ޫ ʗ ฏా఩໵ࣜג

ར֐だけでない、
༗ػ的なつながり。
自社の೛ᙐだけでなく、互いの企業が

やりたいことを΋え合い、つながるӅࡰ

だと思います。Śݗはできれば、より

利טを意識しないような組織やѦ体が

増えてくれたらᤞ༨くなるでしṙうね。

非営利ౄ人や学ણ、大学のḐークḍ

活動なども。よりフラットで、より

楽しめるӅࡰにしていきたいです。

JG-JOL
Φーϓϯコミュニティ
のັྗ
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IWASAKI GAKUEN  I-STUDIO

MOTION SENSOR

楽しい「ໝ૝」を、
ユーβーのར点にまでམとしࠐむ。

スタートは、コミュニティ内の部活動。-� ৉画のような

ਹ੘で使われるࢇᒯをՇ想して、アイデアを楽しむ活動

でした。アイデアにとどまらせず、̀業ྡ၍としてܾに

しようと動き出したのが、٢ل学ѷ IoT ṩミの学生たち

です。学内にありながらあまり使われていなかったऻ影ᰛ

ᝯ信用スタジᷯを、IoT の力でより使いやすいスタジᷯ

につくり変えることにしました。主体は IoT ṩミの学生

チーム、Ḑポートとしてͽఴ電気ښ業、デンḙーḳェーブ、

য経リḐーチのࢇᒯሬ。やりたいことやアイデアの᧫子

は学生が考え、׌期ミーティングの中で、知識ᰛࢇᒯᤞ

に関して社会人チームがアドバイスをᒬいました。

最初はǝ々のࢇᒯ̈́体にབྷがᒬきがちだった学生チーム

でしたが、ターᶜットとᶠーḍがু࿈になったことで、

本当にݮ要なものが᜿ࢗしやすくなりました。モーション

センḐーを活かしカメラやライトを調჊したり、�,ᶠー

グḍを使ってᝯ信ࣨ業中にעせられるコメントをᕿんだ

り。᥅響機材やऻ影機材にᕦしくない人も感ᔝ的に使い

やすいことをབྷࣅしたスタジᷯへと४Ǒ。プロモーション

ムービーと発表ᘚএをƙ成することで広報にも力を

ɚれ、学内の̀業ྡ၍発表会では最Ⱦနᘤに᜿出される

にዐりました。現在もスタジᷯはᷯンラインࣨ業などを

はじめとして、学内で多くの方に活用されています。

みんなの「もし」を叶え合うコミュニティ ｜ PROJECT 0�　学ߍ๏人࡚ؠ学Ԃ　*PT θミ

ᭋ ણの؅ᡨ学ણと ᭅ ણの大学ᢧ大学を中心に、幅広い教育活動をر開する

学ણౄ人٢ل学ѷ。IoT ṩミではࢇᒯ̈́体を学ぶことにとどまらず、

Α؅ᡨ学ણᡲや学外とのᜑ携から得られる学びを重要視し、実ᙣ的な

IoT にʹり組む。

学ߍ๏人࡚ؠ学Ԃ　*PT θミ

、える࢖材஌ࣝがなくͯもػ
。ݱӨɾ഑信༻スλδΦを࣮ࡱ

RESULT

学んで、࢖える、ଔ業ڀݚを。

スλδΦ *PT ԽϓϩδΣΫτ

OUTLINE

学ੜのうͪから企業とڠ業しͯ、

ΞΠσΞを۩ݱԽできたら。

঎඼ɾࣄ業։ൃऀとಉ͡໨ઢを。
ニーζを஌り、ٕज़をΧλνに。

学生のみでʹり組むྡ၍では、ࢇᒯやアイデアのᤞ༨さそのものに注བྷし

がちになり、「実際に使うとしたら」の視点に஭けることがよくあるといいます。

そこで、普段からྡ၍ᰛ開発業務にʹり組むビジネスパーḙンとのディス

カッションを重ねることで、「実際に使えるもの」として۠ݪ的にアイデア

をブラッシュアップ。ターᶜットを٢ل学ѷの学生にᕇ׌し、自分自身

が使いづらいと感じていたスタジᷯをݺ適にしました。

POINT

013012



。はϏδωスになるڀݚ、えれ͹ߟと͜Ζまで「える࢖」

ŚѤの̀業ྡ၍、最初からスタジᷯˀƙをབྷࣅ

した活動ではありませんでしたよね。

コミュニティ内の、部活動が発ႁでした。「ਹ

੘Շ想部」という、自ຫにਹ੘のࢇᒯを考える

部活なのですが、そこでのアイデアを̀業ྡ၍

としてܾにしたいと考えたんです。そのために、

学生の中で ᭉ 人のチームをつくりました。

၏ᡲ 0I ᒯやࢇ �, など、やってみたいことを

たくさん࣊ᶛていた͍ᗪです。

まさにそうです。しかし最初は、Αアイデアが

バラバラでした。

バラバラ、とはᯈ

動きにͱ応するデバイス、᥅が出るデバイス。

様々なܾにはできそうだったけれど、「で、Ɠ

のために使うものᯈ」と聞かれるとႨえにѨる

アḳトプットが多くなっていきました。そこで

ᒬきᕣまったんです。

そうねᶔ（笑）。それって実は、学生のྡ၍で

は「あるある」なんですよ。このࢇᒯ使いたい、

Ɠかつくりたい、と気持ちは強い。一方でアḳト

プットとしては、アイデアをབྷに見えるものに

したら೛ᙐしてᅒえてしまう。

そこで、コミュニティの部活で一ᆏに活動する

企業の方々から意見をいただけたのはよかった

ですね。ͽఴ電ښさんやデンḙーḳェーブさん、

য経リḐーチさん。「ターᶜットをᕇ׌して

みよう」とか「その人に向けた製品ならもっと

ᜫう使い方がいいね」といった、ࣅदがビシバシ

ɚりました。ࢇᒯ的なことはもちろんですが、

実際にモᷩづくりをするためにݮ要なビジネス

の視点がとても˿強になったと思います。

学ੜൃ信で࢝Ίるから͜そ、Ϟνϕーγϣϯߴくऔり組Ίる

෢౻

ࢁޫ

෢౻

ࢁޫ

෢౻

ࢁޫ

ࢁޫ

෢౻

ࢁޫ

アḳトプットをスタジᷯにしたのは、どんな背৭がᯈ

ɇ々٢ل学ѷにあった、ऻ影ᰛᝯ信スタジᷯ。ȣ自身が使いづらい

と感じていたんです。機材の種᥮も多く、スイッチやコードもどれ

がどれだかᮭᮭ。

たしかに、؅ᡨ知識のある人しか使えないスタジᷯでした。

IoT 化することで、感ᔝ的に使いやすいスタジᷯにしたいと思いま

した。たとえばセンḐーを活用して、ڟࣅしたɌへ自動的にカメラ

が動いてくれたり。いちいち画ᤞを切りਥえなくても、�, ᶠーグḍ

上でᝯ信中のコメントを見られたり。

ターᶜットを自分たちにすることで、ほしいスタジᷯをイメージ

しやすくなったんですね。

ᶠーḍがু࿈になると、使いたかったࢇᒯの活用方ౄがきちんと

見えてきました。IoT のČຸは言ᕵやࢇᒯそのものにᕦしいことが

全てだと思っていたのですが、使うことまで考える重要性がわかっ

た気がします。

チームみんなが楽しくʹり組んでいた点も、ྡ၍発表会で最Ⱦနᘤ

をั得したポイントだったと思います。

楽しいだけじゃなくて、大変でしたよᯄᰦ̀業ྡ၍のೠȒで、ཱུཧ

৙ᡲをˉられるয々でᮭᮭ。

ཱུཧ৙ᡲは࿈ǋしてほしいと思うけれど、それくらい熱中してくれ

たのは嬉しいです。ຣ学ᜑ携って、企業から「こういうものをつくっ

てください」とƳᥡされたものに応えるだけでᅒわってしまうこと

も多いんです。ŚѤのように、自分たちで考え楽しめる経験は本当

に重要な機会でした。自らつくりたいものを決めて、なおかつ企業

の視点やࢇᒯ力もǧりられた。だからこそ楽しく、モチベーション

高く、みんながᥓܫれたのだと思います。よかったね。

෢౻

ࢁޫ

෢౻

ࢁޫ

෢౻

ࢁޫ

෢౻

ࢁޫ

෢౻

みんなの「もし」を叶え合うコミュニティ ｜ PROJECT 0�　学ߍ๏人࡚ؠ学Ԃ　*PT θミ

Yukikazu MUTO

Toyoharu 
KOUYAMA

「やりたい」で࢝Ίるから͜そ、ΞΠσΞはΧλνにできる。
๛੖ࢁੜɿޫۀ一�ʗ�ଔ޾౻ɿ෢ߍԂɹ৘ใՊֶઐ໳ֶֶ࡚ؠ
͜のϓϩδΣΫτのྗڠ会һɿࣜגձࣾσンιー΢Σーϒ�ʗࣜג�ձࣾ೔ܦϦαーν�ʗݹ�Տిࣜגۀ޻ؾձࣾ

มԽをੜきる人材を育ͯる場に。
ຣ学ᜑ携やコミュニティの活動によっ

て、それ自体が෭׌のࢇᒯやᘚબのማ

得につながるとはᢡりません。しかし

؅ᡨ学ણが教えるべきなのは、ࢇᒯや

ᘚબそのものにᢡらないからこそ、学

外の方とのň౩やそこでの学びが大切

になるのではないでしṙうか。ࢇᒯや

ᘚબをどう活かすか、どう使うか。ᜍ

いス᷻ードで変化するČの中を生きる

ために、ᥗҮを広ᶛながら؂応する人

材の教育を考えていきたいですね。

JG-JOL
Φーϓϯコミュニティ
のັྗ

014 015



ٕज़ى点でも
、点でもなくى٬ސ
ເى点で。

、ᙉ点ではבᒯᙉ点やᥰࢇ

「できるか」「売れるか」とつい

考えがฏまってしまう。ŚѤは、

Ԙやロマンを႘一にアイデアを

考えました。まずはワクワク

することで、モチベーション

高くʹり組めています。

みんなの「もし」を叶え合うコミュニティ ｜ PROJECT #0�　株式会社 *)*

プラントᰛዪ၏機エンジンᰛ୺などを՛めとする重ښ業メーカー。

ᭆ᭄ᭆ᭄ 度から˗業ˀ度を開՛し、業務৙ᡲのۏ ᭆ᭄ᯆを社外活動にɉてる

ことがΆኀに。˗業として社外活動で活躍する社員を応ऑしている。

株式会社 *)*

݄໘Ҡॅへ
けた޲
ΞΠσΞιϯから
スλーτ。

I�I が最初にࣽᶛたのは、「人᥮がਨᤞに

Əむためのׁ׋開発」でした。テーマをҴに、

アイデアḙンを実ট。ᭅᭆ 社 ᭅᭉ Ηの人が参加

し、ׁ׋をԘ見るプロジェクトがスタート

しました。バック᷅ṓストで実現するべき

ܯᒯを考案し、ブラッシュアップ。႘一ࢇ

として、モニタリングΆኀなఅ୙「バランス

ドアクアリḳム」を製ƙ中です。

ૉやࢎ
ۭؒ؅ཧٕज़を、
まずは
ͻとつの૷ஔに。

人᥮がਨᤞにƏむには、᝿ᅄがݮ要。᝿ᅄ

や၏ᡲのჄ๗をするࢇᒯがݮ要だと考え、

まずはそれをఅ୙としてカタチにする試

みです。᝿ᅄ഻度やɍのඟ度をଇ知する

モジューḍや画ȡᕯ識で、అ୙内のఅᘪを

感知。అ୙の෽ࠌに合わせてಿ度やɍをჄ๗

したりᯁು׌結果をჄ๗ሬにお知らせする

。ᒯをᕣめᛡみ、開発していますࢇ

I�I には業務৙ᡲの ᭆ᭄ᯆを˗業にɉてられる

ˀ度があり、˗業としてコミュニティでの活動

をစٜさんへ̏めたことが՛まりでした。

ပたちはメーカーですが、ᔘ୨の大きさṞえに

Ḑイロ化してしまう課題があります。多様な人

たちと関わり、イᷩベーションを生み出したい。

そのӅࡰとしてコミュニティはᶯさわしく、

開発にዚκを持っていたစٜさんも活躍で׋ׁ

きそうだと思ったんです。

普段の業務は、I�I のম֬製品をより঳くᰛ׃くᰛ

品ᘪよくつくる手ౄを考える仕事。まったく

ʹの仕事にʹり組めて、かつ大好きなׁ׋に

ついて考えられるのは嬉しかったですね。

実際に活動してみて、いかがですかᯈ

最初は自分のׁ׋への߹をᕵり、アイデアḙン

を開Ȕしました。ɥ体的なᶠーḍは׌めず、

シンプḍなワクワク感を大切にしています。

アイデアḙンでは、「ਨᤞに人がƏむためにݮ要

なࢇᒯ」というお題を。ম֬ࢇᒯやᥰבニーṯ

にᆨられず、よりワクワクする方を᜿ぶアイデア

出しは非常に਩意ሎだったと思います。

現在は、అ୙の開発をしていますね。

෽ࠌをモニタリングしながらჄ๗できる、「バ

ランスドアクアリḳム」を開発中。たくさん出

たアイデアの中から、参加企業の知見を活かし

て実現できそうなものからʹり組んでいます。

ಿ度センḐーを持つ企業やクラḳドを使用した

Ḑービスのˀƙࢇᒯを持つ企業など、様々な

企業のࢇᒯが結ᣛしたバランスドアクアリḳム

ですよね。

多様なࢇᒯがᶩとつになるᤞ༨さもあります

し、š業種の方との考え方とのᜫいは˿強にな

ります。I�I は重͜長大なものを扱うことが

多いので、まず製ᜎ手ౄや׃全性を̶分にଇᔺ

しますよね。一方でチームには、考えるより

まずやってみるই化の企業さんもいる。そんな

ᶯうに動いてもいいんだ、と気づきを得られる

んです。同じ組織の中にずっといると出会えな

い᧢きも、学びかもしれません。

長ౡ

຀Ӝ

෱ౡ

長ౡ

෱ౡ

຀Ӝ

෱ౡ

長ౡ

෱ౡ

RESULT

OUTLINE

人ྨが݄໘にॅむたΊのٕज़は、ਫ૧に͞ॖڽれͯいる。

όラϯスυΞΫΞϦ΢Ϝ૑଄ϓϩδΣΫτ

もっとܰؾにଞ業種と、

ເを叶えるٕज़がつくれたら。

Ӊ஦のເで人をूΊ、ͯ࣋るٕज़で࣮ݱする。
ձࣾࣜג *)*ɿ෱ౡ༸ً ʗ ຀Ӝೳ人 ʗ 長ౡ૱ࢤ

౤げかけれ͹、
୭かがԠえͯくれる。

コミュニティの中では、自社の課題を

自社だけで解決するݮ要はありません。

一ᆏに考えてくれる人や企業がたくさん

いる。多様な知見に触れてみてください。

コミュニティ
の魅力

POINT

017016



みんなの「もし」を叶え合うコミュニティ ｜ PROJECT #0�　株式会社ΫΤスτ

ပたちクエストがᒬっているのは、主

にマイクロḐービスの開発。qn�q{x の

持つ様々なモジューḍなどを、実際に

使えるようにするʹり組みです。たと

えば qn�q{x で使えるモジューḍには、

動きを感知するものや 
!ᭆ を感知す

るもの、通知するもの、᥅が᩹るもの、

様々あります。̈́体ではまだ݊にၫつ

ものではありませんが、「人が通ると

᮹ ᥅が᩹る」とか「
!ᭆ ഻度が高くな

ると ᮹ 自動ऌ気される」と、マイク

ロḐービスによって組み合わせること

で使用できるようになります。

現在はয本気ᗪ͂会のデータを用いた

ḫーḍをˀƙ中。য本気ᗪ͂会が਩す

るኳ大な気ᗪデータやそれをアḄンジ

したࣅॿは、様々なビジネスに活用

できると期待されています。気ᗪデー

タを qn�q{x のモジューḍとして使える

ກӝをঁえることで「ౘൈࣅॿがד

内ۍしをおすすめのযは ᮹ スマート

フᷳンに通知」「熱中໯ߓ報のリスク

が高いযは ᮹ ȃ۬Ⴤ๗アプリに通知」

といった、ɥ体的なアイデアを試し

やすくなりますよね。アイデア˝出

へ向けた下ҁづくりをᒬっているの

が、ပたちなのです。̈́なる発注社 ᮹

͵注ሬの関ƽではなく、同じコミュ

ニティメンバーとしてಡく関わるこ

とで、よりよいものづくりができて

いると感じます。

ḙフトḳェア開発はབྷに見えないこと

の方が多く、ᕦしくない方も多いと思

います。だからこそ、ပたちが心がけ

ているのは、ಡくᶪアリングすること。

アḳトプットや手段の「どのようにや

るか」はပたちの得意分

លですから、「Ɠをやるか」

の想いやアイデアをきち

んとࣔえることで、みな

さんの本当にやりたかっ

たことを΋えられると考

えています。それは、ク

エストが普段から大切に

している、おב様ととも

に成長するという姿勢にもつながって

いるのかもしれません。ᖀかのやりた

いことや、どこかの企業の成長にע与

することで、自分たちも新たなよいも

のづくりを経験できたり、ビジネス˝

出に参加できたりする。ಡいつながり

の中で、得られるチṓンスがあります。

qn�q{x 会員は、デバイスをつくる企業、Ḑー

ビスアイデアのある人、データを提Ʋできる

企業など、様々な強みを持っています。クエ

ストが強みとするのは、ḙフトḳェア開発を

通じアイデアをɥ現化すること。本プロジェ

クトでは、য本気ᗪ͂会の持つ気ᗪデータを、

コミュニティのみなさんが活用できるよう、

アイデア˝出につながるᓟˮḫーḍˀƙを

ᒬっています。

য本気ᗪ͂会は、様々な気ᗪデータを qn�q{x

会員にもっと知って、もっと手ᚨに使っても

らい、Śū上に製品やḐービスをつくるアイ

デアの種にしてほしい。クエストは、そのᥬ

いをかなえるため qn�q{x のマイクロモジュー

ḍシステムを開発中です。

、かし׆みをڧ
ΞΠσΞの۩ݱԽに
。༩するد

Αり۩体的な
γステϜで、
ΞΠσΞに޿がりを。

RESULT

OUTLINE

システム開発、େ჏、ǋ守などをᒬう IT ḙリューション企業。

コミュニティ内では、IoT を使えるᰛつくれる人を増やすための

システムˀƙやエンジニア育成をࢢっている。

株式会社ΫΤスτ

੡඼やσーλを࣋つ企業と、

৽たなιϑτ΢ΤΞ։ൃができたら。

「Կかに࢖えまͤんかʁ」から࢝まる、γステϜͮくり

୭でも׆༻できるؾ৅৘ใϞδューϧԽϓϩδΣΫτ

જࡏニーζを
Ҿき出す。

ḙフトḳェアのᥗҮはᕦし

くない方も多いもの。だか

らこそ大切なのは、ཚ手の

本当にやりたいことを引き

出すことです。Ɠがしたい

のか、なṨやりたいのか。

ᶪアリングをÿ׶にᒬいな

がら、手段を提案します。

ࣗ社ٕज़とଞ社ニーζのつながると͜Ζに、

Ϗδωスνϟϯスと、ものͮくりのݧܦを得られる。
ཅ一ڮձࣾΫΤετɿसࣜג

コミュニティ
の魅力

もっとΑく
するたΊの
ఏҊができる。

ただ発注された仕様にˈっ

てᒬうものづくりではな

く、ůᡲとしてともにᒬう

ものづくりがΆኀだと思い

ます。自分たち発信で、

「もっとこうしたらよくな

るのではᯈ」と提案できる

ᤞ༨さも、みなさんとಡく

関わるងចκのᶩとつです。

Youichi
FUNAHASHI

POINT

018 019



企業の枠を越え、

成長できる場所があったなら。

みんなの「もし」を叶え合うコミュニティ ｜ PROJECT #06　京セラ株式会社

京セラは当初、商品に関する新たな用途の開発

を期待してコミュニティに参加しました。しかし

結果的には梅原さんのように、様々な企業との

関わりやプロジェクトと出会い学びや成長を

得る人がいた。人材の育成の観点でメリットが

大きかったように思います。

コミュニティで活躍するたくさんの方々と話

し、議論し、ものづくりに携わることで、視点

が変わるのを感じました。社外の視点や発想の

異なる人とのディスカッションは、非常に刺激

的なものです。また、ユーザーの声を聞けたの

もよかったですね。通常業務では、製品を使う

人と直接話すことはほとんどありません。

コミュニティのワークショップなどでは、製品

に触れてアイデアや感想を伝えてくれる人がい

るのでモチベーションや次のアイデアにつなが

りますね。

エンジニアというものは、内側に閉じてしまい

やすい職種。幅広く、多様な視点を知ることも、

大切な成長です。

コミュニティでの活動を経て、まずは課題とそ

の解決から物事を考えるようになりました。

「いかに自社デバイスを使うか」という発想で

はなく、まずは「どうやってこの課題を解決す

るか」という一段高い視点。自社の利益だけで

ない、全体最適で考えることの重要性に気づき

ました。

梅原さんは、それを楽しめていますよね。楽し

む力を身につけることは大切です。上司として

も笑顔で業務報告してくれる姿は嬉しいもの。

梅原さんが仕事中にポジティブな言動が増えた

ことで、影響されるように社内のムードも前向

きな雰囲気になってきたと思います。

コミュニティは、たくさんの IoT プログラムの

ユースケースやビジネス化を、学べるところで

す。言ってしまえば、しゃしゃり出ることが大

事（笑）。実際に手を動かすことで体感します。

自ら体感しているからこそ、エッセンスがわか

るし、普段の仕事にも応用できる。引き出しが

増えた分、自社の事業や製品についても、新し

い角度からの提案を試みることができるように

なったと感じています。

岸本

梅原

岸本

梅原

岸本

梅原

多様な関わりから得られた、俯瞰的な視座。

普段は通信機器のプロダクトマネジメント業務に従事し

ている梅原正教氏。様々な企業やプロジェクトとの出会

いから、俯瞰的な視座を学ぶことができたと言います。

現在コミュニティでは、商品開発やワークショップ運営

など、多様に活動しています。

楽しむ姿勢そのものを、学び、組織に返す。

梅原氏の上司である岸本舜一氏は、梅原氏の成長を「コミュ

ニティから好奇心を持ち帰ってきた」と表現します。普段

の業務においても、主体的に動き、ポジティブな思考が

磨かれました。結果、製品の新しい活用アイデアが生まれ、

梅原氏の姿勢は組織全体にいい影響を与えています。

Masanori 
UMEHARA Shunichi 

KISHIMOTO

通信機器や電子部品、ファインセラミック製品を扱う大手メー

カー。IoT 製品の開発にも注力していこうとするタイミングで、

コミュニティへ参画。

京セラ株式会社

職種や企業にとらわれない視点を学ぶ。

社外コミュニティで育む越境型人材育成

OUTLINE RESULT

まずは信頼し、
背中を押す上司であるべし。

岸本氏が強調するのは、長期的な視点で部下の成長

を見守るのが大切である点です。短期的な売上など

を意識しすぎず、様々な経験を通した社員の成長が

長いスパンで自社の成果に結びつくと考え、背中を

押す姿勢をとっています。

あらゆる場所へ飛び出し、

ありとあらゆるユースケースを体感する。
ձࣾɿプϩμΫτϚωーδϟー�梅原正教�ʗ�ୈࣜגηϥژ �ٕज़՝੹೚ऀ�岸本舜一

ものだけでなく、
人もつなげる。

熱意を持った人がとても多いです。また

その熱意を持った人同士がつながり、

互いに触発し合えるので、さらなる熱量

を生み出していると感じます。

コミュニティ
の魅力

POINT

020 021



ifLinkの機能ブロックを使って、
ユーザー自らがDIYで課題を解決可能1

2

3

ifLinkରԠの機ೳϒϩοΫ(Ϟδϡーϧ)とIF-THENのϧーϧを組み合わせたϨシϐ
を、スϚーτϑΥンやPCで作੒する͚ͩで、便利な仕組みをΧンλンʹ࣮ݱՄ
ೳです。Ϣーβーがࣗ෼で作ΕるDIYܕのシスςϜです。

ifLinkを活用したϞϊやݱ৔のIoTσーλが、ۀքやϝーΧーの࿮を௒͑ͯΦーϓ
ンʹつながΓます。様々なϞϊやσーλを組み合わせることで৽たな޿Ҭサービ
スや࠷దなサービスがੜまΕ、৽ۀࣄن૑ग़をଅਐします。

ifLinkならൃ૝したΞΠσΞをす͙ʹಈ͔し、Χλνʹすることができるので、
৽たなۀࣄをੜみग़すDXਓࡐҭ੒のڭҭπーϧとしͯも活用Մೳです。また、
ifLinkΦーϓンίϛϡೋςΟとい͏࣮ફの৔もఏڙします。

業界やメーカーの枠を超えたデータ連携・活用
により新たなサービス創出を促進

アイデアを素早くカタチにするツールを活用し、
DX人材育成やDX実践をサポート

このΑ͏なՁ஋を૑ग़したい͓٬様΁

IoTを活用しͯݱ৔͔ら
Πϊϕーシϣンをىこしたい

৽しいۀࣄをൃ૝しͯ
をҭ੒したいࡐするDXਓݱ࣮

IoTɾAIを組み合わせͯ
৽たなサービスをੜみग़したい

つなぎたい機器やサービスを選び、
IF（もし～ならば）とTHEN（～する）の組み合わせで

様々なシーンで活用できる便利な仕組みを作ることができます。

10:35

HELLO

ON

OFF

ࣗ෼Ͱ
ͭ͘Εる
* P5
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i fLinkのある世界
೔々฻らす֗のதでifLink͸活༂します。͋なたのՈや͓ళ、ۀࣄॴ、޻৔、ެࢪڞઃなͲで
if-thenのΞΠσΞをࢥいු͔΂Εば、ͦΕを؆୯ʹ࣮ݱできます。
もしCO2がଟ͘なͬたら、ؾ׵をڧΊる。もし૷ஔがఀࢭしたら、ޫ͓ͬͯ஌らせ。
。できますݱΕたϞδϡーϧを組み合わせͯ؆୯ʹΞΠσΞを࣮͞ڙらఏ͔ۀاՃࢀ
Ұॹʹ୭でも؆୯ʹIoTをつ͘Εるੈքを࣮ݱしましΐ͏。
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一般社団法人ifLinkオープンコミュニティは、

さまざまな企業・団体に所属する人々が、その垣根を超えてオープンに交流しながら

「誰もがカンタンにIoTを使える世界」を実現するためのコミュニティです。 

現在100社以上の企業や学校が集まり、IoT機器のifLinkモジュール化やIoTソリューションの試作、

アイデア発想、マーケティングなどを行っています。

もし業界やメーカーの枠を超えてさまざまなモノとモノがオープ
ンにつながる世界が来たら、ユーザー体験は大きく変わると想像
します。
ifLinkをオープン化して、さまざまな業界、団体の人々が垣根を
越えて「だれもがカンタンにIoTをつかえる世界」を実現するた
めのコミュニティを立ち上げました。
世界中のみなさまと共に、新しいユーザー体験を共創していきた
いと思います。

会員一覧

お問い合わせはこちらから

ifLinkオープンコミュニティ HP
https://iflink.jp/

株式会社デンソー／学校法人昭和女子大学／総合エネック株式会社／ IoT-EX株式会社／株式会社スカイコム／ミツミ電機株式会社／株式会社ソフトテックス／ペリオン株式会社／

伊藤忠テクノソリューションズ株式会社／日本特殊陶業株式会社／株式会社 きんでん／東京コンピュータサービス株式会社／株式会社石川コンピュータ・センター／

株式会社三和技術総合研究所／株式会社ヤザワコーポレーション／株式会社 ノーリツ／東芝ＩＴコントロールシステム株式会社／東洋エレクトロニクス株式会社／

株式会社ツリーベル／さくら情報システム株式会社／株式会社 東芝／日本ユニシス株式会社／東京ガス株式会社／株式会社 日本コンピュータ開発／株式会社ティケーユー／

株式会社リコー／丸文株式会社／ KDDI株式会社／株式会社エスプリ／株式会社イセトー／日本アイ・ビー・エム株式会社／ベイシス株式会社／アルプスアルパイン株式会社／

田中電気 株式会社／グリーンブルー株式会社／ソーバル株式会社／株式会社ＡＦＴ／株式会社電通国際情報サービス／ Global Mobility Service株式会社／株式会社クレスコ／

株式会社USEN ／ MS&ADインシュアランス グループ ホールディングス株式会社／株式会社セガ／日本セラミック株式会社／東横化学株式会社／株式会社ジェネシス／

株式会社　アルファ／京セラ株式会社／株式会社パトライト／一般社団法人ONE JAPAN Resource Management ／一般財団法人　日本気象協会／株式会社オフィスジャパン／

株式会社　千代田組／ SOMPOホールディングス株式会社／特許業務法人　スズエ国際特許事務所／株式会社ワードシステム／株式会社タニタ／

公立大学法人 岩手県立大学総合政策学部近藤研究室／ソフトバンク株式会社／株式会社 電通／みずほ東芝リース株式会社／一般社団法人 新技術応用推進基盤／株式会社サイオー／

株式会社Insight Tech ／ Mira Robotics 株式会社／株式会社みずほ銀行／本田技研工業株式会社／ラトックシステム株式会社／国立大学法人東京大学　桜井研究室／

江崎グリコ株式会社／株式会社Box Japan ／株式会社ヘルヴェチア／株式会社Cosmoway ／株式会社コノル／ FutuRocket株式会社／ハローライト株式会社／ヨクト株式会社／

学校法人岩崎学園／ノバルス株式会社／エヌ・ティ・ティ・コミュニケーションズ株式会社／株式会社クエスト／株式会社トライエス／エレックス工業株式会社／

九州東芝エンジニアリング株式会社／学校法人目白学園 目白大学 メディア学部メディア学科 平山秀昭研究室／東芝情報システム株式会社／ NRIネットコム株式会社／

アズビル株式会社／株式会社ＷＤＳ／小田急電鉄株式会社／株式会社PID ／日本管財株式会社／株式会社パソナテック／ NEUSOFT Japan株式会社／セコム株式会社／

アールコネクト合同会社／東北電力株式会社／新光産業株式会社／株式会社クラシコア／株式会社興電舎／株式会社エクサ／学校法人千葉工業大学／

学校法人東海大学 工学部 動力機械工学科／ジスクソフト株式会社／ IoTクリエイターズ・オープン・ネットワーク／古河電気工業株式会社／高和電氣工業株式会社／

東芝テック株式会社／コエステ株式会社／ SCSKサービスウェア株式会社／株式会社　椿本チエイン／ミツイワ株式会社／株式会社ウェーブフロント／

学校法人福岡工業大学　工学部　電気工学科／株式会社コアコンセプト・テクノロジー／国立大学法人香川大学 情報メディアセンター／株式会社IHI ／株式会社日経リサーチ／

株式会社AnchorZ ／日本ダイレックス株式会社／玉川大学工学部マネジメントサイエンス学科／ロート製薬株式会社／

一般社団法人ナノテクノロジービジネス推進協議会（IoTセンサ分科会）／株式会社アート電子／

国立大学法人　大阪大学　大学院工学研究科　ビジネスエンジニアリング専攻　倉敷研究室／ UiPath 株式会社／ EDUTEX株式会社／ NUWAロボティクスJAPAN株式会社／

株式会社ピーエスアイ／一般財団法人　電力中央研究所／公立千歳科学技術大学 情報システム工学科 小松川・深町・山川研究室／株式会社PUZZLCE ／

オムロンヘルスケア株式会社／ルネサスエレクトロニクス株式会社／ワゴジャパン株式会社／株式会社　情報システムエンジニアリング／愛知県教育委員会／

CollaboGate Japan株式会社／国立大学法人横浜国立大学／国立大学法人東京農工大学 工学府 中山研究室

一般社団法人 ifLinkオープンコミュニティ

代表理事　島田 太郎

検索ifLinkオープンコミュニティ

あなたもコミュニティで一緒に活動しませんか？

(2022年2月28日 時点）
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みんなの「もし」を叶え合うコミュニティ
発 行 日： 2022年5月24日
制作・発行： 一般社団法人ifLinkオープンコミュニティ　info@iflink.jp

制作協力： 四〇四号室

ifLink Open Community では、今日も日夜あちこちで、

新たな「もし」が動き始めています。

ご紹介した 6 つのプロジェクトは、ほんの一例。

「もし」を願う人にも、「もし」を叶える人にもなりながら、

次の IoT の民主化を、一緒に生み出していきませんか？

あなたの「もし」も、ぜひ聞かせてください。



プレミアム会員がそれぞれのテーマを掲げ、仲間を募り、IoT活用のアイデ
ア発想から試作までを爆速で実施するオープンマーケティングプログラム

「ビストロifLink」のご紹介です。掲げるテーマごとに進め方やゴール設定
は自由ですが、コミュニティ内の仲間と共創することがポイントの活動です。
2021年度も多様なバックグラウンドの会員が集まり、共創活動が行われま
した。

プレミアム会員主体の
共創活動

C h a p t e r  1 .

ifLink Open Community Yearbook 2O21

ビストロifLinkでテーマを掲げた
プレミアム会員２社の共創活動をご紹介します

032 「ifLinkガレージ」 オープン！
株式会社デンソー 

038 宇宙を目指すIoT！？
株式会社IHI 
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「ifLinkガレージ」 オープン！ 株式会社デンソー
宇宙を目指すIoT！？ 株式会社IHIプレミアム会員主体の

共創活動

ifLink商品化最前線

教育現場での
ifLink活用

部活ifLink!

ifLink2021年度
アップデート情報

Camp x IoT  盗難抑制ペグ 株式会社PUZZLCE
CO₂濃度モニタリングサービスClosedBuster™ 株式会社WDS

香川大学様と共同開発したサービス創出の授業を通じて 株式会社リコー
発想力豊かな人材育成のための
ifLinkを活用した学校法人岩崎学園の取り組み 学校法人岩崎学園
AIロボットKebbi Edutex株式会社
ifLinkを利用した創造性教育 学校法人東海大学
小学生向けIoT普及活動 小学生チーム
 アルプスアルパイン株式会社
 京セラ株式会社
 株式会社東芝

プレミアム会員Voice コラム

IoTメーカーズ！部 / 産官学イノベーションベース部 / 街灯を利用した街中IoT部 /
大喜利部 / 電池レスビーコンでIoT部 / 指紋認証でイフる部 / イフらせよう部

TRY! ifLinkキット・オオギリキット紹介 / オープンテスト版アプリ・レシピブック公開 /
受賞・社外講演・メディア掲載一覧/ ifLinkで動くモジュール紹介

株式会社デンソー
株式会社IHI
KDDI株式会社
株式会社リコー
アルプスアルパイン株式会社
UiPath株式会社
ミツイワ株式会社

オープンコミュニティの事務局で２か月間働いてみました
ifLink商品化促進プログラム
コミュニティ総力で教育現場でのifLink活用について考えています
会員有志でifLinkのユーザー体験を考える活動をしています
会員有志でifLinkの技術開発やそのサポートを行っています
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